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表参道からみゆき通りをまっすぐ。都会の中に竹林のアプローチが静謐な印象の、根津

美術館が姿を現します。 

東武鉄道社長で茶人でもあった根津嘉一郎氏の東洋美術コレクションをベースに、

１９４１年に開館し、２００９年にリニューアルしました。 

東洋陶磁史研究で世界的に著名な、副館長兼学芸部長の西田宏子氏にお話を伺いま

した。

――日本庭園日本庭園日本庭園日本庭園とととと東洋美術東洋美術東洋美術東洋美術のののの名品名品名品名品をををを一度一度一度一度にににに堪能堪能堪能堪能できるのができるのができるのができるのが魅力魅力魅力魅力ですねですねですねですね。。。。

もとは初代・根津嘉一郎の私邸で、庭園には港区の保護樹林に指定されている樹木が

何本もあります。新しい美術館は、ガラス張りで庭園がよく見えるようになりました。 

建築を担当された隈研吾さんも港区民で、都会の喧騒の中にある庭園と一体化した建

物を考えてくださいました。青々と樹々の繁る夏、紅葉の美しい秋、冬枯れの時期と、四

季折々を楽しめます。 

先に庭を見る方、展示を見てから庭に出る方など楽しみかたもさまざまで、展覧会の混

雑もなくなりましたね。

――茶道具茶道具茶道具茶道具、、、、仏仏仏仏教教教教絵画絵画絵画絵画、、、、陶磁陶磁陶磁陶磁、、、、古代古代古代古代青青青青銅器銅器銅器銅器などなどなどなど数数数数々々々々のののの名品名品名品名品をおをおをおをお持持持持ちですねちですねちですねちですね。。。。

館の規模や警備のしやすさ、港区という移動に便利な立地などから、海外の政治家の

方々も、よく来館なさいます。最近の日本の政治家はあまりいらっしゃいませんが、日本

の伝統文化を知って、予算削減などで文化財が損失されないよう、考えていただきたい

ものです。一度失われてしまうと取り返しがつきませんから。

美術館としては、常設展示やコレクションをじっくり鑑賞していただきたいと思います。展

示は変わっていないように見えて、実は短期間で替えています。特別展で作品を借りる

場合も、収蔵品を核として方向性を決めています。企画のテーマや視点を考えながらご

覧になると、楽しみや理解が深まると思います。

――今年今年今年今年のののの展展展展覧会覧会覧会覧会はいかがですかはいかがですかはいかがですかはいかがですか。。。。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

根津美術館 副館長兼学芸部長。 

1939年東京都生まれ。 

慶應義塾大学文学部、英国・オック

スフォード大学大学院を卒業。哲学

博士。 

東京国立博物館勤務を経て、1981

年根津美術館学芸課長。1994年よ

り根津美術館副館長兼学芸部長。

専門は東洋陶磁史。 

著書『日本陶磁体系22 九谷』など

多数。



１月には『墨宝 常盤山文庫名品展』、２月に竹田宮家の“おひな様と雛道具”の展覧

会。 

４月に、メトロポリタン美術館から里帰りする「八橋図」と、当館の「燕子花図」（国宝）の

屏風絵が並ぶ『ＫＯＲＩＮ展』。 

９月には日本の名刀を美しく見せる刀剣展、10月から11月にかけて春日信仰がテーマ

の展覧会。 

12月に寄贈品の展覧会があって、来年の春には、東京で最後の“虎屋のお雛さま”の展

示があります。

――ＫＯＲＩＮＫＯＲＩＮＫＯＲＩＮＫＯＲＩＮ展展展展のののの2点点点点のののの屏屏屏屏風風風風がががが一一一一緒緒緒緒にににに並並並並ぶのはぶのはぶのはぶのは100年年年年ぶりとぶりとぶりとぶりと聞聞聞聞いていていていて楽楽楽楽しみですしみですしみですしみです。。。。

尾形光琳は琳派の画家で、江戸時代中期に活躍しました。 

この展覧会は、10年を隔てて描いた２つの屏風を中心に、その前後の画業の展開、『光

琳百図』を残した酒井抱一への影響など、重厚感のある内容です。

作品の保存と展覧会の開催が私たちの大きな仕事です。 

そこからひろがって、海外からの来賓のご案内や所蔵美術品の貸し出し、国際交流、未

来を見据えた文化財保護など複合的に活動しています。 

館内はバリアフリーになっていて、どなたも気楽に展覧会を楽しんでいただけます。 

ぜひ、根津美術館にお立ち寄りください。
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